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様式第 3 号（第 4 条関係） 

 

会       議       録  

 

Ⅰ 会議の名称  

 

南信州まつかわ観光局（仮称）設立検討委員会 [第 10 回 ] 

Ⅱ 開催日時  

 

平成 29 年 12 月 19 日（火） 16：00～18：00 

Ⅲ 開催場所  

 

松川町役場 2 階大会議室  

Ⅳ 出席者氏名  

 

南信州まつかわ観光局（仮称）設立検討会委員  

（欠席：大場敏丈委員、西村真一委員、須甲昌光委員、小

沢文人委員、大沢史人委員、西尾玲子委員、大島慎男委

員、大石和幸委員、松井悦子委員、金山秀和委員、北澤克

己委員） 

高砂樹史観光交流地域づくりアドバイザー 

田中学産業観光課長、片桐雅彦観光局設立準備室長、 

北沢秀公清流苑総支配人、宮島公香商工観光係長  

柳原猛地域おこし協力隊員、間瀬紋子地域おこし協力隊

員、小林昭広地域おこし協力隊員、田辺哲哉主査  

Ⅴ 議題  

（公開非公開の別） 

別紙参照  

Ⅵ 非公開の理由  

 

－ 

Ⅶ 傍聴人の数  

 

0 人  

Ⅷ 会議資料の名称  

 

別紙参照  

Ⅸ 審議の概要  

 

下記のとおり 

 

1．開会  

 

2．挨拶  鋤柄委員長  深津町長  

 

3．協議事項  

（1）今後のスケジュール 

以下について片桐室長から説明を行った。 
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・設立までの今後のスケジュール 

・設立準備委員会の設置要項及び名簿案  

 

（質疑応答） 

なし  

 

（2）組織体制  

①役員（理事、監事）構成  

片桐室長より選出の進め方、選出の考え方、候補者について説明を行った。   

鋤柄委員長）当初は 5，6 名という案があったが関わっていただくべき人を精査した結果

10 名という人数に至っている。 

（質疑応答） 

黒澤副委員長）今まで検討委員会では、責任を持っていただくためにも大勢にならない

ようにということだったと思うが、どうしてこういう人数になったのかという説明が必要では

ないか。基金の拠出する団体ということだけでは理由としては弱いと思うのでしっかり説

明をした方がよい。 

片桐室長）関係団体（基金の拠出団体）からは参画してもらった方がよいという考えで前

回の案より 1 名増えた。当初は概ね 5,6 名としていたが、昨年 10 月から議論を進めて

くる中で、事業内容等に関係する者として 10 名は必要であるということに至った。 

鋤柄委員長）その他意見がないということであれば了承していただくということで、準備委

員会で引き続き検討していきたい。 

 

②事務局（職員）体制  

片桐室長より事務局の体制案について説明を行った。  

（質疑応答） 

黒澤副委員長）地域おこし協力隊の方で旅行業務の資格や外国語が得意な方がいた

と思うが、その方の名前がないのは理由があるのか？  

片桐室長）協力隊は 3 年後の目標を設定し、半年に一回程度面談を行っている。その

方の方向と観光局準備室の方針が一致しなかったからである。旅行業の資格につい

ては間瀬隊員が試験に合格して来年の旅行業務の開始に向けて準備を整えている。  

 

（3）基金  

片桐室長より基金取扱規程（案）について説明を行った。  

鋤柄委員長）参考までに他の団体の基金の規模を教えてもらいたい。  

片桐室長より他団体の事例を報告した。 

（質疑応答） 

なし  
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（4）会員・会費  

片桐室長より会員規程について説明を行った。 

（質疑応答） 

なし  

 

（5）事務所の位置  

法人のスタッフは、交流センターみらいと青年の家に常駐することになるが、どちらが法

人の登記上の位置にするべきか意見を伺った。（尚、13 日の幹事会では、交流センター

へ住所を置くことで意見集約されている。一方で、町長より営農支援センターとしての機

能もあることから、改めて委員の意見を確認したいとのこと。）  

鋤柄委員長）特に、農業関係者の方のご意見を伺いたい。 

水野委員）交流センターみらいに観光と営農一緒に収まっていたほうがやりやすい。 

米山委員）農家のなんらかの事業をやろうとする際にバッティングしないだろうか。くだもの

観光協会に関わらない農家の方の意見も聞いたほうがよいかもしれない。交流という意

味では一緒がよいと思うが、機能的には別の館として考えた方よいかと思う。  

佐々木委員）交流センターみらいは、場所的に非常に便利なので会合を持ちたいといっ

た時に、うまく使い分けられるといいなと思う。 

佐藤委員）場所的には、交流センターみらいが一番良い。観光局が専有することになる

とすれば農業の部門の方々がかわいそうになる。 

大場（操）委員）位置としては、人が訪れやすい場所として交流センターみらいが一番適

していると思う。 

 

（6）組織名称  

・小グループに分かれて話し合いを行った。 

 

（7）収支計画（2018-2023） 

片桐室長より収支計画について説明を行った。 

 

4．次回検討委員会  

日時：1 月 23 日（火）16：00〜18：00（予定） 

場所：役場大会議室  

 

5．閉会  黒澤副委員長  

 


